
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
今月の研究会は、塚原利理先生にお越し頂き、前回の講座の科学的ピアノ指導法に引き続く「子ども

の記憶のメカニズム」をレッスンンに取り入れながらたくさんの音楽記号や楽典を記憶に定着させる

誘導法、「ピアノ指導」と「学校教育現場」をリンクさせた指導ポイントを「改訂版：セオリー」と

「ピアノ・ベーシックス」を関連させながら分かりやすくお話して頂ました。 
 
★ セオリーとは？ 

書き手・弾き手・聴き手に共通の柱 
セオリーによってどのようにアナリーゼにつなげていくか？ 
単なる知識として教えるのではなく、弾く、表現することにつなげていくこと。 

 
★ アナリーゼとは？ 

楽譜に何が起こっているかを読む。 
なぜそこに ff があるのか？前後の関係性。 
スタッカートの意味は短くきる。どれだけ切るかはアナリーゼ 
セオリーで理解をし、その要素をもって書き手の感情を読むこと  

 
★学校の音楽のテストで１００点をとる秘訣とは？ 

 
その他「改訂版：セオリー」と「ピアノベーシック」を関連させながら、実際にどのよ   
うにセオリーをレッスンにつなげていくかのポイントを盛りだくさんお話して頂きました！     

                         （文：横浜バステイン研究会 菊地昌子） 

横浜バスティン研究会 ２０１４年７月１７日（木） 
ゲスト講座 塚原利理先生 

テーマ「アナリーゼに繋がる楽典の指導法」 
第１回 音楽記号の理解への入り口（全３回予定） 


